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東邦学園を応援する組織「フレンズ・TOHO」の
2025年度定期総会・記念講演会その他関連行事が
６月27日、80余名の会員の皆様をお迎えし名古屋
東急ホテルにて開催されました。

総会に先立つ記念講演会では、国際コーチング連
盟日本支部代表理事、ARUKUKI 株式会社代表取締
役の奥野雄貴氏が「『すぐに答えを出さない力～コー
チングに学ぶ、人を育てる問いのあり方」と題して
講演をされました。
続く総会では、神野重行会長の議事進行で2024
年度事業報告、決算報告、2025年度事業計画、予
算などが満場一致で承認され、愛知東邦大学鵜飼裕
之学長と東邦高等学校藤本紀子校長から大学・高校
の近況が報告され、総会は滞りなく行われました。
懇親会では加藤明彦副会長のご発声により乾杯が
行われ、会員の皆様は、久しぶりの顔合わせとなっ
たからか、談笑され懇親を深めているようでした。
最後に、榊直樹名誉会長の挨拶があり懇親会を終
了しました。
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2025 年度定期総会

榊直樹名誉会長神野重行会長
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はじめに

2024年度は大学・高校ともに新学科設置に向け
て、新たな取り組みを始めるための準備の１年でし
た。フレンズ・TOHOは、学園の取り組み・挑戦
をさらに一層支え、連携すると同時に、地域との連
携を広げ深められるよう取り組んで参りました。

今期の計画報告について
掲げた計画主旨を再掲し、実施項目には★印を付
した。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

★①第１回講演会（定期総会）
定期総会開催時に法人・個人会員向けの講演

会を開催した。
日時：2024年6月28日（金）
　　　　　　　　　13：30～15：00
場所：名古屋東急ホテル
講師：竹中　晃二　氏
演題：「人生100年時代のメンタルヘルス」
　総会に先立つ記念講演会では、早稲田大学
人間科学学術院名誉教授の竹中晃二氏が、「人
生100年時代のメンタルヘルス」をテーマに
講演を行い。参加者はグループワークにも参
加して楽しく学ぶことが出来た様子でした。

　②第２回講演会
愛知東邦大学地域創造研究所等との共催で講
演会開催を検討する。

★③第3回講演会（名刺交換会）
名刺交換会開催時に、法人会員様向けの講演
会を開催した。
日時：2025年2月14日（金）
　　　　　　　　　13：30～15：00
場所：名古屋ガーデンパレス
講師：浦上　大輔　氏
演題：「たった一分で相手のやる気を

引き出す言葉の力　PEP TALK」
講演終了後、名刺交換会開催
　浦上大輔氏は、北海道大学大学院教育学研
究科修了で教育学修士、理学療法士の資格を
持ち、健康・医療・介護の現場を経験してこ
られました。
　現在は、一般財団法人ペップトーク普及協
会専務理事、一般社団法人日本朝礼協会理事
を務められ、ペップトーク講演、コーチング
コミュニケーションによるリーダー育成、朝

2024年度フレンズ・TOHO「事業報告」
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から夢を語る朝ワク朝礼で日本を元気にする
活動で、全国を飛び回る忙しい日々を過ごさ
れています。
　浦上氏からの「PEP TALK（ペップトーク）
は『励まし』、チームのやる気を引き出し、結
果を出す手法として始まったこと」「『ありが
とう』は最高の PEP TALK（ペップトーク）」
というお話には、参加者の多くが共感して聞
き入っていました。

⑵研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①自然と親しむ会
四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。

　②法人会員様向け特別講座
大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　③個人会員・家族向け講座、地域貢献講座
会員の家族参加もできる企画・講座や学園施
設を有効利用しての開講を追求する。
地域住民の方を講師に招いた講座開講を支援

する。
地域の子育て環境を考え、より豊かにする取
り組みを支援する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画した。

⑵その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に激励金を支給
した。
　高校：空手部・サッカー部・ダンス部・吹奏

楽部
　大学：女子サッカー部・フィギュアスケート

部
⑶高校、中学生対象「英語プレゼンテーションコン

テスト」、「教育と探求社」主催「クエストカッ
プ」全国大会出場への支援

⑷「納涼音楽祭」・「なつまつり」等地域貢献事業
への協賛
法人会員様に対し、模擬店などの出店や機材
の貸し出し、多様な協賛などへの協力をお願
いし、「音楽祭」、「日進市制30周年記念『な
つまつり』」の充実に貢献した。

★

★

★
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　納涼音楽祭
　　台風10号接近のため中止になりましたが、
ポスター作製など支援を行った。
　日進市制30周年記念『なつまつり』
　　2024年８月４日（日）に大学女子サッカー
部が中心となり、日進グランドにて開催し
1500人近い参加者で賑わった。日進市の近藤
裕貴市長があいさつされ、TOHOマーチン
グバンドの演奏や、サッカー体験コーナー、企
業ブースでの企画が午後７時まで繰り広げら
れた。多くの法人会員の企業様も協賛とブー
スの出店で貢献した。
その他学園等の「子育て支援」に関する事業
を支援する。

⑸ 「奨学金基金」の運用
「奨学金基金」積み立てを継続的に予算に繰
り入れた。

⑹その他
大学・高校その他の教育活動に対して後援・
支援する。
　産学連携プロジェクト型授業の紹介、協力を
行った。昨年に引き続き宮本佳範ゼミが取り
組んだ「産学連携ツアー」の紹介と今後の大
学における産学連携協定への協力依頼を行っ
た。
大学学園祭において協賛し、法人会員の企業
様より物資を支援した。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
57号の発行を８月、58号の発行を２月に行っ
た。会員に対して寄稿を依頼し、会員が楽し
みにする紙面づくりの工夫をした。また、会
報誌に法人会員広告を掲載することにより、
広報の機会を提供した。

⑵会員名簿の発行
原則５～６月に発行し、総会時または会報誌
の発送時に配布した。

⑶ HP の充実
HPを定期的に更新した。

５．会員拡大に取り組む

独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。

★ 大学・高校に担当者を配置し個人会員加入を
促した。　個人会員の増加（５名）
後援団体であるOB・OG会・保護者父母の
団体へのアプローチを検討する。

６．組織体制・事務局の改善に努める

安定的な役員体制の整備に努める。
事務局体制の見直しを図る。

以上　

★

★

★

★

★
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収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 差　異 備　考
①前期繰越金 1,688,162 1,688,162 0
②年会費 法人会員 2,560,000 2,220,000 340,000 予算 128 社　決算 111 社
　　〃 個人会員 670,000 585,000 85,000 予算 134 名　決算 117 名
③入会金 法人会員 50,000 0 50,000 予算 5社　決算 0社
　　〃 個人会員 15,000 9,000 6,000 予算 3名　決算 3名
④広告収入 みどりの風 57号・58号分 700,000 650,000 50,000
⑤受取利息 100 869 ▲ 769 普通預金・定期預金
⑥寄付金 10,000 15,000 ▲ 5,000

合　　　計 5,693,262 5,168,031 525,231

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 差　異 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 1,300,000 1,388,245 ▲ 88,245
　　〃 学園活動支援金 500,000 0 500,000
　　〃 その他（援助金・祝金等） 250,000 195,000 55,000
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,200,000 1,210,274 ▲ 10,274
②会議費 運営委員会・役員会等 100,000 116,466 ▲ 16,466
③印刷費 会報誌 360,000 356,875 3,125
　　〃 名簿作成費 90,000 92,400 ▲ 2,400
　　〃 封筒・振込用紙等 60,000 19,800 40,200

④通信費 会報誌発送・web メンテナ
ンス 180,000 185,419 ▲ 5,419

⑤事務費 事務費・交通費・手数料等 30,000 36,619 ▲ 6,619
⑥予備費 甲子園出場時援助金 200,000 0 200,000
⑦設立 30年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧奨学基金積立金 200,000 200,000 0
⑨次期繰越金 1,023,262 1,166,933 ▲ 143,671

合　　　計 5,693,262 5,168,031 525,231

2024 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2024 年 4 月 1 日から
2025 年 3 月 31 日まで （単位：円）

記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
次期繰越金

合　　計

1,800,397
1,100,843
1,166,933
4,068,173

郵貯銀行
三菱UFJ 銀行（定期）
豊田信用金庫（普通）
三菱UFJ 銀行（普通）
三井住友銀行（普通）
現金

合　　計

155,421
1,800,397
1,100,843
586,537
363,457
61,518

4,068,173
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はじめに

本年度より愛知東邦大学は、経営学部に「ビジネ
ス学科」と「コミュニケーション・デザイン学科」
が新設されました。また、東邦高校には「世界探究
学科」が新設されました。
大学・高校ともに新学科設置を機に、新たな取り
組みを始める１年となります。フレンズ・TOHO
は、学園の取り組み・挑戦をさらに一層支え、連携
すると同時に、地域との連携を広げ深められるよう
取り組んでいきたいと考えます。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

　①第１回講演会（定期総会）
日時：2025年6月27日（金）
　　　　名古屋東急ホテル　13:30～15:00
講師：国際コーチング連盟代表理事
　　　　ARUKUKI（株）代表取締役

　　　　奥野　雄貴　氏
演題：「すぐに答えを出さない力」
　　　　　　～コーチングに学ぶ、

人を育てる問いのあり方～
　②第2回講演会
愛知東邦大学地域創造研究所等との共催で講
演会開催を検討する。

　③第３回講演会（名刺交換会）
2月頃に予定している名刺交換会開催時に、
法人会員様向けの講演会を開催する。
日時：2026年２月13日（金）
　　　　名古屋ガーデンパレス
　　　　13:00～14:30（予定）
講師：愛知東邦大学　経営学部教授
　　　　上條　憲二　氏
演題：未定
講演終了後、名刺交換会開催予定

⑵ 研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。

　①法人会員様向け特別講座
大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。

　②個人会員・家族向け講座、地域貢献講座
会員の家族参加もできる企画・講座や学園施
設を有効利用しての開講を追求する。
地域住民の方を講師に招いた講座開講を支援
する。
地域の子育て環境を考え、より豊かにする取

2025年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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り組みを支援する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画する。先述の予
定参照。

⑵ TOHO スポーツイベント協賛
年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO
スポーツイベント」に対して支援を行う。

⑶その他
会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に対して、激励
金を支給する。

⑶高校、中学生対象「英語プレゼンテーションコン
テスト」、「教育と探求社」主催「クエストカッ
プ」全国大会出場への支援
高校等で開催される中学生対象の「英語プレ
ゼンテーションコンテスト」に協賛し、援助
金を支給する。
「クエストカップ」全国大会連続出場に対し、
本年度もこの教育的努力に支援を行う。

⑷「納涼音楽祭」「夏祭り」等地域貢献事業への協賛
法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。

その他学園等の「子育て支援」に関する事業
を支援する。

⑸「奨学金基金」の運用
「奨学金基金」積み立てを継続的に予算に繰
り入れる。

⑹その他
大学・高校その他の教育活動に対して後援・
支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
59号の発行を８月、60号の発行を２月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
原則６月の総会時あるいは夏の「みどりの風」
発送時発行とする。

⑶ HP の充実
HPを定期的に更新し、充実を図る。

５．会員拡大に取り組む

独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
大学・高校に担当者を配置し個人会員加入を
促す。
後援団体であるOB・OG会・保護者父母の
団体へのアプローチを検討する。

６．組織体制・事務局の改善に努める

安定的な役員体制の整備に努める。
事務局体制の見直しを図る。

以上　
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収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 1,166,933

②年会費 　法人会員（121 社× 2万円） 2,420,000

　　〃 　個人会員（136 名× 5千円） 680,000

③入会金 　法人会員（5社× 1万円） 50,000

　　〃 　個人会員（5名× 3千円） 15,000

④広告収入 　みどりの風（59号・60号分） 700,000

⑤受取利息 167

⑥講座・研修参加費 　研修参加費・講座受講料など 10,000

合　　　計 5,042,100

2025 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2025 年 4 月 1 日から
2026 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 1,100,000

　　〃 　学園活動支援金 500,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 250,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,200,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 100,000

③印刷費 　会報誌 360,000

　　〃 　名簿作成費 90,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 50,000

④通信費 　会報発送・webメンテナンス 180,000

⑤事務費 　事務費・交通費・手数料等 30,000

⑥予備費 　甲子園出場時援助金 200,000

⑦設立 30年記念事業積立金 200,000

⑧奨学基金積立金 200,000

⑨次期繰越金 582,100

合　　計 5,042,100
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【はじめに】
　ホセ・ムヒカ氏の訃報が入りました。５月 13日
89 歳でした。心よりご冥福をお祈りしつつ、一筆
啓上いたします。
　ネット社会です。様々な彼の言行・画像等は次々
とヒットしますので、今更おこがましく、投稿とい
うのも如何なものかと思いましたが、ご興味ご関心
がございましたらお読みいただければ幸いです。な
お、敬体・常体混在させています。
　皆様既知のことと存じますが、Rio+20 地球サ
ミット 2012 ( 国連持続可能な開発会議）でのムヒ
カ氏のスピーチ全文は様々な関連サイト（参考：下
記URL）や YouTube でもご覧になれます。なお、
訳出にはサイトにより差があります。

【2012 年リオ＋ 20 スピーチ全文】
　https://www.shirutoku.info/20160409-２

【ムヒカ氏の評価１…倫理性】
　まず、序破急等を問わず、彼の功績を申せば、社
会の不公正や貧困の解決に尽力した倫理性の高さ
を、国家指導者として、言・行をもって示した、と
いうことだと思います。それがどれほど価値あるこ
とかは後述するつもりです。その原点を東洋風に言
い換えれば「惻隠の心」と言わせていただく。別の
哲人の言葉を借りれば、「人間の本性というものは、
彼が自分と同時代の人々の完成のため、その人々の
幸福のために働くときにのみ、自己の完成を達成し
うるようにできているのである」。これですね。こ
の体現者。

【ムヒカ氏の評価２…SDGs】
　Rio+20「感動のスピーチ」の中でムヒカ氏は資
本主義の行き詰まりを指摘し、事実上「SDGs は不
可能！」と真っ向唐竹割り。痛快の一言でした。顰
蹙もので申し訳御座いません。1988 年ハンセン氏
が米議会で気候変動の危機を警告、30 年以上を無
為にしたとは申しませんが現実はご承知の通り。そ
の熱心な推進は真の解決への道を不可視化しかねな
い。経済成長は無限、地球は有限という図式から生

じる破局・破綻状況の本質を追求する目線を曇らす
ということです。
　「グローバル・サウス」との連関その犠牲、「グリー
ン・ニューディール」の有効性への疑問その批判、「ネ
ガティブ・エミッション・テクノロジー（NET）」、
「BECCS］・「ジオ・エンジニアリング」等々の信憑
性はいかがなものか。SDGs には 17 の目標がある
ものの、どのようにして現状に至ったのか核心に迫
る分析なく、絶望的な数値が列挙される。特に８番
目は「経済『成長』」・「貧困・格差」がワンセット。
現経済システムを是認、「成長」を加速させ環境を
破壊し続けトリクルダウンを期待するということで
しょうか。SDGs を YES か NOでアンケートを各
個人に採れば100％YESにチェックするでしょう。
しかし SDGs は YES ということを全世界で共有さ
れることはない、と言えばシニカルに過ぎるでしょ
うか。何故かを求めるべきです。「人命か経済か」
の分岐点にありながら、最後の砦が SDGs でよい
のか。一国の国家指導者が国際会議の場で白日の下
に晒らした意味は大きい。ただ彼のスピーチには１
点の逡巡が読み取れます。経済問題、不況へのコメ
ントです。本来ならこの克服への展望、せめて希望
が必要でしょう。スピーチ全体を弱腰にしてしまい
かねない。リングで立ってはいるけれどボディーブ
ローをモロに喰らったような状態か。

【ムヒカ氏の評価３…ポストキャピタリズムへの問
題提起】
　ムヒカ氏は「洪水は、我が亡き後に来たれ」とい
う語に象徴される資本主義的「成長」「開発」とい
う名の地球環境破壊、貧困・格差問題を議論する国
際会議に一石を投じた訳です。「感動の…」と呼ば
れるのは、スピーチ核心部分に「時間」「愛情」「幸
福」に言及。国連会議聴衆のみならず、全世界の個々
人に届きうる響きを兼ね備えていたからです。
　後ほど彼自身、或るインタビューで述べています。
「皆私のリオでのスピーチに感動したと言うが、あ
そこで言ったことは悲劇的な内容なんだぞ！」と。

ホセ・ムヒカ氏の言葉から　1
株式会社イープロ　村田　悟
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会議参加者・動画等視聴者は資本主義のもたらした
危機を、その本質ではなく、彼の質素なライフスタ
イルへの誘いや、人生という時間、幸福等という抽
象度の高い、耳障りのよい、それでいて刺激的な言
葉に感動したのだと思うのは曲解でしょうか。それ
はそれで意味がない訳ではないのですが。
　150 年前資本主義のメカニズムが明らかになり、
1991 年以降「社会主義」「共産主義」を名乗って
いた国々が次々崩壊、変質していったこの 21世紀
に、資本主義を超える社会を考える問題提起とすれ
ば貴重・稀少です。2018 年 COP24 でのグレタ・
トゥーンベリさんの「システムそのものを変えるべ
きだ」よりは控えめですが。
　私は「悲劇」を避けうるとしたら、多分、ムヒカ
氏が婉曲に提示した「民主主義」を積み上げる主体
の広がりとその進展だけがポスト資本主義社会ある
いは「アソシエーション」を拓くことができると言っ
ているのだと理解したい。事実、彼は別の場で自分
はアナキストと述べ、官僚制に否定的なコメントを
残して示唆的です。（「民主主義」とは政治原理の一
面だけではなく、人間の自由や平等を尊重する立場
を申し上げています）
　思うに、魯迅の言う道かもしれない。「もともと
地上には道はない。歩く人が多くなれば、それが道
になるのだ」と。女性学のパイオニア上野千鶴子氏
が「頑張っても報われない」ことがあり得ると述べ
た事象に相通ずるものと思います。
　唐突ですが、東邦高校の先輩教員に I先生という
方がいらっしゃり、先生は「目の前の生徒の３年間
の教育、その成長に責任が教員にはある。しかしそ
れだけではない。生徒の旅立っていく社会の在り方
にも責任があるのだ」とおっしゃいました。蓋し名
言、即、納得したものです。私学助成金運動、平和
教育等々の重みも腑に落ちました。社会改革は少数
派から多数者への長い道程をすすむしかない。あれ
から約 30年。思い出しました。私にはムヒカ氏様
様です。

【伝説のスピーチ…「脱成長」社会へ】
　ムヒカ氏が「世界で最も貧しい大統領」と名を馳
せたのは 2012 年の地球サミット「国連持続可能な
開発会議」でのスピーチからです。これは絵本にも
なりました。その内容が「幸福論」の要素をもち、「清

貧・知足」等の徳目を含んでおり日本人にも通じる
ものがあり、また世の政治・政治家の閉塞状況も重
なっていたからかも知れません。
　端的には、資本主義は富の偏在をもたらし、貧困・
格差を招きます。市場原理・競争原理が世を席巻し、
地球規模での消費・浪費の文化となって個々人のラ
イフスタイルまで浸食している。新自由主義とグ
ローバリズムは拍車をかけ、環境・貧困問題は必然
的帰結。ムヒカ氏は「これは政治問題です」と一刀
両断、快刀乱麻を断つ、溜飲を下げるところ。そし
て国際会議にあって国家指導者が最後に「幸福」論
をストレートに述べる点、凄い切り口で斬新です。
　一言添えます。賢人からの引用「貧しい人とは、
少ししかモノを持っていない人ではなく、いくら
あっても満足しない人のことだ」について、彼は読
書子、夥しい数の自然科学の書を読破していたと言
います。彼が諸科学のデータを元に、「脱成長」社
会を見通しているとすればこの言葉は正鵠を射った
まさに名言です。
　思うに、政治は経済の婢、自律性は危うい。資本
主義の負の実像は大凡可視化されません。格差拡大
は億・兆の桁までいけば非現実的。目に見えないも
のを見る力が必要です。世を動かすにはデータとロ
ジック。これを研ぎ澄ませることが肝要。ただ「導
きの糸」がほしいところ。病気の対処には医学、自
然界の解明には自然科学、社会には社会科学が。
　なお、Rio+20 の参加者は「大きな拍手」を送っ
たとされますが、動画を拝見すると空席が明らかに
目立ちます。「持続可能な開発及び貧困根絶の文脈
におけるグリーン経済」というそもそもの不可能性・
矛盾を孕んだテーマの会議の参加者は、「自国のリ
ポート終了後退席した模様」とのナレーションがあ
り、さもありなんと嘆息のみ。 

【環境問題～ティッピング・ポイントあるいはポイ
ント・オブ・ノーリターン】
　ムヒカ氏は奥様とともに 2016 年来日を果たし、
講演、ヒロシマ訪問、ジャーナリストとの意見交換
等で１週間ほど滞在しました。講演は東京外国語大
学で約 90分ほどですが、若人に慈雨のように語り
かけます。この中で「自由」「時間」「大義」が語ら
れます。
　この講演を通じてのメッセージは後述させていた
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誰にでも読みやすいUDフォントを使用しています

P-B10023

編集後記
　次回名刺交換会の予定は 2月 13日でございます。よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　（事務局）

事務局からお知らせ

2025年度名刺交換会
開催予定

2026年2月13日（金）
於：名古屋ガーデンパレス

だくとして、２点現代社会・世界の課題を押さえて
おくべきだと思うのです。第一に貧富、格差社会の
拡大。地球環境問題の終末的課題が第二。ただし格
差問題については割愛します。最新のデータは国際
NGOで『オックスファム』という団体が 2025 年
版を６月 25日発表したばかり。第一を割愛すべき
でないことは私も 99％の貧困層ゆえに口惜しいと
ころですが、最大多数の喫緊のテーマとなり得ると
すれば地球環境破壊だからです。
　WHOは 2024 年、23 年の平均気温は産業革
命前に比べて1.45 度上昇したと発表しました。（世
界気象機関（WMO）は１月10 日、2024 年の世
界平均気温が、産業革命前の水準と比べて1.55 度
上回ったと発表）科学者たちが警戒していることの
一つは気温上昇がある一点―ティッピング・ポイント
（転換点）―を超えますと、地球全体の環境が急激
に、かつ大規模に、不可逆的な変化に陥り、人間
の力ではコントロールできなくなってしまうというの
です。引用は一部にとどめますが、以下各事象が相
乗作用を起こすことも想定しなければなりません。

　科学雑誌『サイエンス』が「1.5 度を超える温暖
化は多数のティッピング・ポイントの引き金になり
うる」（2022 年９月９日号）とする論文を発表し、
その現象として 16の事例をあげています。その中
で差し迫っている４つは①「グリーンランド氷床融
解」②「西部南極氷床融解」③「低緯度の珊瑚礁消
滅」④「北方永久凍土の急速融解」です。気候大転
換の可能性が高まる温度は共通しており 1.5 度。わ
ずか 0.05 度を残すのみです。ちなみに①の件は海
洋大循環の停止が指摘されています。大量の淡水―
塩分を含んだ海水より軽い水が海に流れ込み、地球
全体の海洋の循環が止まるというのです。④はCO
２の 20倍の温室効果のあるメタンガスの大量噴出
が始まっています。各々複合的に作用し地球規模の
気候大転換が起こるとしています。
　分を超えて申し上げますが、これは「ジャーナリ
ズム」「報道」及び「教育」の重大問題だと思います。
或るアメリカの文芸批評家は「資本主義の終わりを
想像するよりも、世界の終わりを想像する方が簡単
である」と述べています。（以下次号）


